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■ 表２　直接搬入日程表（自己搬入用）

　一般家庭ごみの年末年始の収集日は、表１「年末年始の一般家庭ごみ
収集日程表」をご確認ください。
年内の粗大ごみ収集について
▷電話… 12 月 21 日㈮午後 5 時までに粗大ごみ電話申込センター（☎
0800・123・5300）へ。携帯電話からは（☎0725・23・8522）
▷ファクス…12 月 21 日㈮午後 5 時までに 0800・500・5300 へ（主に
聴覚障がい者などが対象）
▷インターネット… 12 月 19 日㈬までに専用サイトから収集予約
（https://s-kantan.com/sodai-izumiotsu-u/）
　なお、粗大ごみ申込センターの受付業務は、12 月 29 日㈯～１月 3日
㈭は休みです。
小型家電の宅配便回収は、年末年始も回収します。
申込・詳細はインターネットで「リネットジャパン 泉大津」と検索。
※パソコンは 1箱分無料。最短翌日回収。
焼却場へ直接搬入する場合
　多量のごみや事業所・商店などのごみを直接ごみ焼却場に搬入する場
合の年末年始の日程は表２のとおりです。

P22 をご参照ください。

【発行できる証明書など】
①住民票の写し（外国人住民票含む）・住民票記載
事項証明書（手書きのものを除く）
②印鑑登録証明書（印鑑登録カードが必要）
③市・府民税課税証明書（必ず事前に電話などでご
確認ください）
④現在戸籍謄抄本
問合　市民課（市役所１階４番窓口）

　市役所の年内の業務は 12 月 28 日㈮までとなります。12 月 29 日㈯～
1月 3日㈭は閉庁し、新年の業務は１月４日㈮からとなります。ただし、
婚姻届などの戸籍関係の届け出は、年末年始の休み期間中でも市役所当
直室（市庁舎地階）で受け付けます。市営葬儀（死亡届を含む）は 1 月
1日㈷が、また、火葬場は 1月 1日㈷、2日㈬が休みです。
日曜証明書発行業務について　問合　市民課
　日曜証明書発行業務で発行できるのは、右に示す証明書などです。な
お、年末最終日は 12 月 23 日㈰です。また、1月 6日㈰から実施します。
ふれあいバスについて　問合　福祉政策課
　12 月 29 日㈯～ 1月 3日㈭は運休します。

市 役 所 本 庁 な ど の 業 務

ご み 収 集 な ど

年末年始の救急医療 年末年始の
歯科急病診療

突然の病気やケガで判断に迷っ
たら下記に相談を。
▷救急安心センターおおさか
（365 日 24 時間）…☎＃7119、
または☎06・6582・7119
▷小児救急電話相談（365 日午
後８時～翌朝８時）…☎＃8000
または☎06・6765・3650

適切な医療機関が
わからない場合

小児救急の輪番体制

可燃ごみ
収集コース

月・木曜日
コース
火・金曜日
コース
水・土曜日
コース

可燃
ごみ
31日

28日

29日

カンビン
せともの等
19日

19日

18日

古紙類

26日

26日

25日

可燃
ごみ
7日

4日

5日

カンビン
せともの等
16日

16日

15日

■ 表１　年末年始の一般家庭ごみ収集日程表
年始収集始業日（1月）年末収集最終日（12月）

可燃ごみ・資源ごみ
粗大ごみ

年　末

12月28日㈮まで

年　始

1月15日㈫から

年末は混雑が予想されますので搬入は早めにお願いします。
※泉北クリーンセンター（和泉市舞町87番地　☎41・2030）
搬入時間は、月～金曜日の午後０時45分～４時30分（土・日
曜日、祝日を除く。）
　環境課の窓口で搬入許可書を配布しています。また、泉北環
境整備施設組合のホームページからもダウンロードできます。

日　程
12/29 ㈯～
1/3 ㈭

12/29 ㈯

12/30 ㈰
12/31 ㈪
1/1 ㈷
1/2 ㈬
1/3 ㈭

時　間
午前 9 時～正午、午後 1 時
～ 4 時、午後 5 時～ 10 時

午後 11 時～翌朝 7 時

　　　　　　　医療機関
泉州北部小児初期救急広域センター
（☎072・443・5940）
阪南市民病院（☎072・471・3321）
和泉市立総合医療センター（☎0725・41・1331）
市立岸和田市民病院（☎072・445・1000）
岸和田徳洲会病院（☎072・445・9915）
和泉市立総合医療センター（☎0725・41・1331）
泉大津市立病院（☎0725・32・5622）
市立岸和田市民病院（☎072・445・1000）

容器包装プラ
ペットボトル
28日

27日

31日

古紙類

9日

9日

8日

容器包装プラ
ペットボトル
4日

10日

7日

問合　環境課（市役所２階 21 番窓口）

市役所は 12 月 29 日㈯～１月３日㈭まで閉庁します。

年末年始の市役所業務スケジュール

午後 11 時～翌朝 6 時

午後 11 時～翌朝 6 時

午後 11 時～翌朝 6 時

午後 11 時～翌朝 6 時
午後 11 時～翌朝 6 時
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◎ 一般会計　歳出の概要
【義務的経費】
①扶助費…障がい者総合支援給付事業で１億 4,673 万円の増、特
定教育・保育施設施設型給付事業で 5,035 万円の増などがあり、
前年度比 1.1％増の 83億 152万円となりました。
②人件費…職員給は人事院勧告による増額の給与改定があり、
2,662 万円の増となったものの、退職手当で 4,902 万円の減
などとなったことから、前年度比 1.4％減の 38 億 6,637 万円
となりました。
③公債費…市債の返済に要する経費で、前年度比 1.1％減の 30
億 3,274 万円、借換えに伴う支出額を除いた実質的な決算額は、
前年度比 2.1％減の 28億 134万円となりました。
【投資的経費】
④投資的経費…消防庁舎施設整備事業で６億 1,584 万円の増、
認定こども園施設整備事業で３億 3,923 万円の増となったもの
の、旭小学校増改築事業で７億 4,515 万円の減、体育館施設整
備事業で３億 843 万円の減、自転車等駐車場整備事業で 9,900
万円の減などにより、前年度比 13.4％減の 24 億 63 万円となり
ました。
【その他の経費】
⑤その他…積立金では、土地売払収入により、公共施設整備基金
積立事業で３億 4,710 万円の増となりました。繰出金では、下水
道事業特別会計繰出金で１億 3,555 万円の減などがあり、前年度
比 1.6％減の 42 億 7,603 万円となりました。補助費等では、泉
北環境整備施設組合負担金事業の清掃分で 3,257 万円の減などに
より、前年度比 0.6％減の 22 億 4,370 万円、その他の経費全体
では、前年度比 7.1％増の 111億 6,524 万円となりました。

■ 特別会計と企業会計の決算状況

歳出の決算は、経費の経済的な性質に着目した「性質別分類」と行
政目的に着目した「目的別分類」に分類することができます。性質
別分類では平成 29 年度の概要を、目的別分類では、市民１人あた
りの歳出額をお知らせします。

目的別歳出を「市民１人あたり」に置き換えると…

※端数処理の関係上、歳入・歳出および形式収支額などの計が一致しないことがあります。

38 万 3,313 円市民１人あたりの歳出総額
（平成 29 年度末時点での住民登録
人口により算出）

209億     185万円
    9 億　413万円
97億 8,354万円
  50億       74 万円
8億 5,030万円
1億 9,372万円
41億 6,942万円

土地取得事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
駐車場事業特別会計
下水道事業特別会計

特 別 会 計
会 計 名 歳 入

決 算 額 形式収支額
（歳入ー歳出）
（Ａ）

翌年度へ
繰り越すべき
財源（Ｂ）

実質収支額
（Ａ－Ｂ）

資金過不足額
（Ａ－Ｂ）

歳 出
208億 1,145万円
9億　413万円
97億 5,583万円
48億 7,864万円
8億 2,283万円
2億 9,486万円
41億 5,516万円

9,040万円
0万円

2,771万円
１億2,210万円

2,747万円
▲1億　114万円

1,426万円

0万円
０万円
０万円
０万円
０万円
０万円
0万円

9,040万円
0万円

2,771万円
1億 2,210万円

2,747万円
▲1億　114万円

1,426万円

30億 4,956万円
9億 4,351万円
22億 1,492万円

病院事業会計
水道事業会計

企 業 会 計
会 計 名 流 動 資 産（A） 流 動 負 債（B）

24億 8,544万円
23億 5,637万円
4億 2,470万円

5億 6,412万円
▲14億 1,286万円
17億 9,022万円

127 億 905 万円
（44.2％）

　民生費

83 億 152 万円
（28.9.％）

①扶助費

24 億 63 万円
（8.4％）

④投資的経費
30 億 3,274 万円
（10.5％）

③公債費

38 億 6,637 万円
（13.4％）

②人件費

29 億 8,997 万円
（10.4％）

　公債費 31 億 7,664 万円
（11.0％）

　総務費

26 億 6,632 万円
（9.3％）

　衛生費

10 億 5,623 万円
（3.6％）

　その他
16 億 6,338 万円
（5.8％）

　消防費

27 億 4,715 万円
（9.6％）

　土木費

17 億 5,776 万円
（6.1％）

　教育費

性質別

支出が義務付けられてお
り任意に削減することが
できない経費

学校や道路などの建設・
整備に要する経費

…義務的経費

…投資的経費

…その他の経費

　民生費（高齢者や児童の福祉に）
　総務費（窓口業務、税金徴収に）
　公債費（借入金の返済に）
　土木費（道路・河川・公園整備に）
　衛生費（ごみ処理や病気予防に）
　教育費（学校、公民館、生涯学習に）　
　消防費（消防活動、防災活動に）
　その他（議会、商工、農林水産に）

9,348円
2,329円
9,841円
6,606円
5,529円
3,422円
2,165円
4,074円

16万
4万
3万
3万
3万
2万
2万
1万

287 億 6,650 万円歳出

A

HG
F

E

D

C

A

H
G
F
E
D
C
B

B

繰出金
物件費
補助費等
積立金
維持補修費
貸付金

111 億 6,524 万円
（38.8％）

⑤その他

目的別

－平 成 29 年 度　泉 大 津 市 決 算 特 集－
財政健全化指標の改善へ

292 億 9,430 万円

15万 4,364 円
市民１人あたりの市税負担額

歳 入
◎一般会計　歳入の概要
①市税…歳入の根幹である市税は、市たばこ税で 2,893 万円の減と
なったものの、法人市民税で業況好調の影響により１億 8,539 万円
の増、軽自動車税は858万円の増となり、全体で前年度比1.5％増の
115億8,454万円となりました。
②税外収入…繰入金は、都市施設整備基金繰入金が 6,700 万円の減、
地域環境基金繰入金が 4,073 万円の減などにより１億 413 万円の減
となったものの、財産収入で、河原町市営住宅の余剰地の土地売払収
入などがあったことから4億107万円の増、使用料及び手数料で、自
転車等駐車場の使用料で 2,316 万円の増、寄附金はふるさと納税の効
果により 1,457 万円の増、繰越金は、前年度純剰余金が 2,529 万円
の増などがあり、全体で前年度比 18.3％増の 24 億 1,940 万円とな
りました。
③国庫支出金…臨時福祉給付金にかかる事業費補助金が１億 7,658
万円の増、障がい者総合支援負担金 9,244 万円の増などがあった一
方で、年金生活者等支援臨時福祉給付金の補助金が２億 2,845 万円
の減、小学校整備事業費交付金 8,148 万円の減、参議院議員通常選
挙委託金の 2,558 万円の減などにより、前年度比 1.2％減の 51 億
3,255万円となりました。
④地方交付税…地方財源の均衡化を図るため、国税の一定割合などが
地方公共団体に交付されるもので、前年度比 1.3％増の 37 億 6,533
万円となりました。
⑤市債（借入金）…小学校整備事業債で５億 4,250 万円の減となっ
たものの、新消防庁舎建設に伴う事業債で４億 1,860 万円の増、認
定こども園整備事業債で３億 3,280 万円の増などにより、前年度比
8.4％増の 26 億 278 万円となりました。また、借換債を除いた実質
的な決算額は前年度比８％増の23億7,138万円となりました。
⑥府支出金…障がい者総合支援負担金は 3,953 万円の増、安心子ど
も基金特別対策事業費補助金は 3,377 万円の増などがあった一方で、
連続立体交差事業費委託金で３億 382 万円の減、宝くじ社会貢献広
報市町村補助金は 3,000 万円の減などにより、前年度比 11.6％減の
19億7,648万円となりました。
⑦譲与税・交付金…地方消費税交付金は 293 万円増の 13 億 4,145
万円となり、そのうち社会保障財源にあたる 5 億 9,375 万円を障が
い福祉サービス給付などの社会保障施策の財源として活用しました。
全体では、前年度比4.2％増の18億1,322万円となりました。

■ 平成 29年度決算の概要

平成 29 年 度 決 算 の 概 要

個人市民税
法人市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

（内容は下記）
地方自治体の権限で収入できる財源

国や府の意思決定に基づき交付される財源
（　）…予算に占める割合

「①市税」の内訳 「②税外収入」の内容
37億   928万円
9,451万円

52億   891万円
1億1,191万円
5億8,327万円
9億7,666万円

9億

292億 9,430万円一般会計
会 計 名 歳 入

決 算 額 形式収支額（Ａ）
（歳入ー歳出）

繰り越すべき
財源（Ｂ）

実質収支額
（Ａ－Ｂ）歳 出

287億 6,650万円 5億 2,780万円 8,596万円 4億 4,184万円

（内訳は下記）

115 億 8,454 万円
（39.5％）

①市税

24 億 1,940 万円
（8.3％）

②税外収入
51 億 3,255 万円
（17.5％）

③国庫支出金

37 億 6,533 万円
（12.9％）

④地方交付税

26 億 278 万円
（8.9％）

⑤市債

19 億 7,648 万円
（6.7％）

⑥府支出金 18 億 1,322 万円
（6.2％）

⑦譲与税･交付金

…自主財源

…依存財源

（平成 29 年度末時点での住民登録人口により算出）

　平成 29年度の一般会計における最終予算現額は 303億 6,652 万円で、この予算に対する決算額は、歳入が 292億
9,430 万円、歳出が 287 億 6,650 万円で、差し引き 5 億 2,780 万円となりました。このうち翌年度へ繰り越すべき
財源 8,596 万円を差し引いた実質収支の額は 4億 4,184 万円となり、14年連続の黒字決算となりました。

※端数処理の関係上、歳入・歳出および形式収支額などの計が一致しないことがあります。

諸収入、使用料および
手数料、繰越金、分担金
及び負担金、財産収入、
繰入金、寄附金

歳 入
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2

率 %

6

率比足不金資■

標指４：率比断判化全健■

.71
6.21

0%4.811

%5.61

8.19

%7.31

―

53

52

―
――

合割の済返金入
借う払支が市本来将るす対に模規政財準標

合割たし示で均平の年か
３を担負の済返金入借るす対に入収の間年1

合割の字赤の計会全るす対に模規政財準標
合割の字赤の等計会般一るす対に模規政財準標

度年82度年92

市津大泉
率比要概名標指

比担負来将

率比費債公質実

率比字赤質実結連
率比字赤質実

。すまりいまてめ努に営運政
りわ変に況状政財いし厳てしと然依、がすでろことるいてれら図が善改に実着
標指4（率比断判化全健、るよに律法るす関に化全健の政財の体団共公方地
たしまりなと％8.19し善改トンイポ6.62らか％4.811の度年前、は率比担負
イポ8.2らか％5.61の度年前、は率比費債公質実。んせまりあは当該、めたた
率比字赤質実、ちうの標指4。すまし表公てしと値定暫を率比足不金資びよお
おに算決度年92成平、きづ基に律法るす関に化全健の政財の体団共公方地

公を）値定暫（率比足不金資
判化全健るけおに算決度年92成平

　

　

 

 

　

　　
　　

　　

　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　

　　

 　　

　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

 
　　　

度

上 上

準

％

。すまりなと示表の」ー「はに合場いなが額足不※

。すまりなと示表の」ー「はに合場るあで字黒※

上以％0.02

―

―

―

基化全健営経度年82度
準基の国市津大泉

上以%00.03
上以%00.02

上以%0.53

以%76
上以%76

上

以%00.03
上以%00.02

上

上以%76.71
上以%76.21

上以%0.053

以%0.53上以%0.52

以%0.0

上以%0.5

年82度年92度年82度年92

準基の国
準基生再政財準基化全健期早

財な的果効で的率効も後今。んせまりあり
、りあで下以準基化全健期早もれずいは）

。た
来将。たしまりなと％7.31し善改トンイ
っあで字黒が支収は率比字赤質実結連、率
）標指4（率比断判化全健たし定算ていお

。すまし表公
と率比断判

！！すまし介紹ごかつくいを業事たし施

業事な

】円

アレフココ

　

　

 

 

　

　　
　　

　　

　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　

　　

 　　

　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

 
　　　

度

率

―

％6.8

―

。すまし指をと
こい悪が況状営経、合
場い高が合割のこ。合
割の足不金資るす対
に模規業事の業企営公

計会別特業事道水下

計会業事院病

計会業事道水

年92要概名業事名標指

比足不金資

施実に度年92成平、でかなのそ。すまいてし施実を業事なまざまさ、はで市津大泉

主たし施実に度年92成平

生学小内市成作を帳手書読館書立市業事帳手書読
、に的目をとこう養を力るきで現表え考ら自、め高を力彙語りよに書読

！すまり図を成育の力学なか確るけおに校学中小、し置設
をータクェジロプに室教通普全の年学全校学中、年６らか年４校学小

】円万78【！すまいてし指目をりくづちまの一本日量書読.５

】円万367,1【！進推の導指習学たし用活を器機TCI.４

】円万349,1【！設開”アレフココ“ザラプ祉福康健に下架高駅津大泉.３

】円万315,1【！すまいてめ進を化託委の務業口窓.２

円万98【！施実をみ組り取なまざまさ、にめたるくつを津大泉な気元.１

。たしましンプーオに月４年92成平が設施いし新たし用活を者
業事間民、に的目を援支上向の力て育子の域地や庭家、に下架高駅津大泉

！たしまい行を上向のスビーサ民市、縮短の間時ち待るよに化率効の務業
、し施実を託委部外の務業な的型定のどな付交票民住りよ月01年92成平

。たしまし与寄に捗進たけ向にどな定策画計本基
用活地跡等館会民市や進推の革改務業、い行を究研・査調の例事進先るい
てれさ施実で体治自他、や究研・査調るす資に上向・持維のスビーサ民市

　

　

 

 

　

　　
　　

　　

　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　

　　

 　　

　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

 
　　　

む励に書読
帳手書読←

ェジロプ
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。たしまい行を布配に
生学小の内市、し成作を帳手書読で館書図立市、てしと業事帳手書読

】円万585億9【！成完舎庁防消新.６

!すまいてっ図を化強の力防消、し働
稼りよ月4、工竣に末月3年03成平が舎庁防消新たしまきてめ進を備整

→舎庁防消新

　

　

 

 

　

　　
　　

　　

　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　

　　

 　　

　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

 
　　　

ここでは、泉大津市の平成 29 年度の一般会計決算を、「おづみんの家計簿」に置き換えています。
イメージがつきやすいように、5,000 分の１に縮小してみました。家計簿なので、単純に比べら
れないところもあります。あくまでも参考としてご覧ください。

おづみんの家計簿

収 入 支 出

平成 29 年度の一般会計決算を、家計簿におきかえてみると…？

おづみんの「収入」

おづみんのローンと貯金

歳 入 おづみんの「支出」歳 出

収 入 の 内 容 収 入 額

家計の残高お づ み ん 家

会社からの給料
実家からの援助
銀行などからの借入金
その他の収入

１年間の収入合計

パート･家賃収入
不動産収入
前年度からの繰越
貯金の取り崩し

232万円
254万円
52万円
48万円
11万円
27万円
7万円
3万円

586万円

（＋4万円）
（－4万円）
（＋4万円）
（＋7万円）
（＋1万円）
（＋8万円）
（±0万円）
（－2万円）
（＋11万円）

（－1万円）
（＋25万円）

（－1万円）
（＋2万円）
（－1万円）
（±0万円）
（±0万円）
（＋3万円）
（＋4万円）
（＋4万円）
（＋7万円）

ローン
貯金（現金）

562万円
89万円

支 出 の 内 容 支 出 額
食費
医療・介護費用など
子どもへの仕送り
ローン返済
会費・お祝い金など
光熱水費
その他の支出

1年間の支出合計
家の増改築･修理代･貯金など

77万円
166万円
86万円
61万円
45万円
61万円
79万円
79万円
575万円

（39.5％）
会社からの給料

（13.4％）食費

（28.9％）

医療･介護
費用など

（10.5％）
ローンの返済

（8.3％）
その他収入

（43.3％）

実家からの
援助

（8.9％）
銀行などからの
借入金

（7.8％）

会費･
お祝い金など

（14.9％）

子どもへの
仕送り

■ 平成 29年度　おづみんの家計決算の円グラフ

（13.9％）
その他支出

（10.6％）
光熱水費

（　）内は前年度比

（　）内は前年度比

（　）内は前年度比

借入金と財産の状況
（平成 30 年６月 30 日時点）

会　計　名
一般会計
土地取得事業特別会計
下水道事業特別会計
水道事業会計
病院事業会計
合　　　計

有　価　証　券
泉大津市財政調整基金
泉大津市都市施設整備基金
泉大津市福祉基金
交流とふれあいのまちづくり基金
泉大津市減債基金
深喜人材育成基金
泉大津市公園墓地基金
泉大津市介護給付費準備基金
辻川穐太郎やすらぎ基金
泉大津市がんばろう基金
佐野幸子基金
泉大津市地域環境基金
八木稔すこやか基金
泉大津市環境整備資金貸付基金
泉大津市市営住宅整備基金
テクスピア大阪産業振興整備基金
泉大津市セーフコミュニティ基金
泉大津市ふるさと応援基金
泉大津市下水道基金
泉大津市公共施設整備基金
小　計

基
　
　
金

合　計

■ 市の借入金（市債・企業債）現在高

■ 市の財産現在高
区　分 現 在 高

2,350
15億8,142
4億8,174
2,239

2億5,737
2億9,946
1億3,487
4,235

2億1,503
8,916
3,626
2,040

1億1,077
6,631
6,180

3億5,968
2億8,718
5,855

2億3,141
1億6,780
3億5,947
48億8,342
49億   692

　　現　在　高
280億9,209
21億2,814
240億2,918
33億3,627
45億7,942
621億6,510

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
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況

9

9

業

計
費

計

計

％

分

率

％

分

率

001
戸393,5万3
人740,5万7

％

出支的益収◆
入収的本資◆

入収的益収◆

合入収
資投

金担負計会他
債業企

金担負事工入収的益収◆

2成平

2成平

状務業期半上度年03成平

円万969
円万530,6
円万582
円万992,3
円万061,4
円万525,4億2

繕修
料託委

費事工負請
息利払支

費件人
費水受

合入収
益収他のそ
入戻金受前期長
益収事工託受

金入加
金料道水

円万849,1億8
円万890,3
円万0
円万051,3
円万007,5億7

合入収
益収他のそ
金助補計会他

金入加
金料道水

区 13.3.03H～1.4.92H03.9～1.4.03H

9.29
㎥477,5万297
㎥582,5万2
㎥763,3万2
㎥018,8万258

％7.29
㎥568,2万793
㎥610,5万2
㎥524,3万2
㎥187,6万824

収有
量水収有
量水配大最日一
量水配均平日一

量水配

どな量水収有びよお量水配■

区 在現13.3.03H在現03.9.03H

001
戸842,6万3
人359,4万7

及普
数戸水給
口人水給

況状及普の道水■

事道水度年92成平

度年92成平

     

　

　

　

   
　

　

　

 

  

　

　

   

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

況

て

算

入

計

計

出支的本資◆

円万163,8億5
円万047,5億1
円万126,2億4

合出支
金還償債業企

費良改設建

出支的益収◆

円万241,4億1
円万000,5
円万285
円万065,8
円万0

いつに支収計会業事道水の度年

状算決度年9

円万7117億41
円万639,4
円万084,1
円万881,3
円万449,5億1
円万911,1
円万618,6
円万219,2億4
円万135億1
円万191億6

合出支
用費他のそ

費力動
費繕修
料託委

費事工負請
息利払支
費却償価減

費件人
費水受

円万563,6億71
円万018,5
円万936,3億1
円万973
円万079,6
円万765,9億41

決業

てれさ決可が案分処るれ入み組に金本資己自で会議市
成平、はていつに円万804,6億5ちうの金余剰益利

まりなと生発金余剰の円万936,2億6てせ合と円万1
剰のらか年前、りなと字黒の円万842,9億2とすまき
、りなと円万711,7億41が額計合の出支的益収、円万
が額計合の入収的益収、は）。すでのもす表を績成営
るゆわい、で用費と益収のてべするす生発てっ伴に動
の間年１、はと支収的益収（支収的益収の況状算決度

）口窓番62階２所役市（課道水］合問［

     

　

　

　

   
　

　

　

 

  

　

　

   

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

市津大泉
治自は度年今すまいてし彰表
条彰表者功有市津大泉、はで市本

計

計

計

入収的本資◆

円万0
円万0
円万0
円万0

合入収
資投
債業企

金担負事工
出支的本資◆

合出支
金還償債業企
費良改設建

4合出支
用費他のそ

費力動

     

　

　

　

   
　

　

　

 

  

　

　

   

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

しまれさ章受を章功有市
と」者功有市「を人３の次たれさ献貢ていおに野分生民・
者功有市津大泉を人たれさ献貢に展発の市、きづ基に例条

円万375,9
円万581,8
円万883,1

円万227,1億4
円万997,1
円万056

。すまい
市回３第年03
利分処未おな

。たし
193,3億3金余
き引し差を支収
万563,6億71
営経の業企のそ
動活営経の業企
度年92成平
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年

市津大泉

氏紘田寺◎
自市津大泉

氏男昭中田◎

合問
３月11
し彰表

03成平

     

　

　

　

   
　

　

　

 

  

　

　

   

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

長

者

会会司護

】者労功係関生民【
長会会議協絡連織組災防主

】者労功係関治自【

）階４所役市（課報広書秘
式彰表者功有たし催開に日３
治自、は度年今。すまいてし

章受章功有度年
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シ市津大泉

郎二作山前◎
保区地北泉

保市津大泉

     

　

　

　

   
　

　

　

 

  

　

　

   

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

     
     

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

　

　 　

　

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

事理前・ータンセ材人ーバル

】者労功係関生民【氏
長会会司護

、長会会司護
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氏男昭中田      
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氏郎二作山

※職員数は一般職に属する職員数で、臨時および非常勤職員を除いてい
ます。
※おもな増減理由…配置替えによる増、事務の統廃合縮小による減など
[   ] 内は条例定数の合計です。

※人件費には児童手当を含みません。

（平成 30 年 4 月 1 日現在）

2 .  職員の給与の状況

　　　　区分
部門

一
般
行
政
部
門

平成 30年
6
80
25
125
17
1
1
5
33

59
85

15
8
23

293 286

437 430

0
4
0
6
▲7
▲1
0
1
4

2
▲2

306 303 3
0
0
▲３

7

対前年
増減数

職員数 (人 )

議 会
総務企画

農林水産

税 務
民 生

商 工
土 木
計

衛 生
労 働

教 育
消 防

病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

352 352 0小 計

合 計

7小 計

⑴人件費の状況
　普通会計決算

区分

29年度

住民基本台帳
人口
(30.1.1)

歳出額
（A）

286 億
6,360 万円

実質収支

4 億
4,183万円

人件費
（B）

38 億
5,820 万円

人件費率
（B/A）

13.5％ 13.8％7万 5,271 人

( 参考 )
28 年度の
人件費率

⑵職員給与費の状況
　普通会計決算

14 億
5,024 万円

24億
1,424 万

３億
6,074 万円

6億
325万円

437
人 552.5 万円

区分

29年度

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

一人当たり
給与費（B/A）

給 与 費  

　市では、毎年 12 月に前年度における職員数や、職員の
給与といった職員に関する情報を公表しています。詳し
くは、市役所 4 階の情報公開コーナーで閲覧できるほか、
市のホームページでも閲覧できます。
問合　人事課（市役所 4階）

789
[1,074]

782
[1,059]

7
［15］

市の職員数や給与などを公表します
泉大津市人事行政の運営等の状況の公表 ( 平成 29 年度分 )

部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年 4 月 1 日現在）

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普

通

会

計

部

門

※職員手当には退職手当、児童手当を含みません。
※職員数は、平成 30 年 4 月 1 日現在の人数です。
※給与費については、再任用職員（短時間勤務）の給与費が含ま
れており、職員数には当該職員を含んでいません。

 1 人当たり平均支給額は、全職種に係る職員（企業職、市立病院の医師などを
含みます）に支給された平均額です。

一般行政職

期末手当・勤勉手当（平成 29 年度）

⑶職員の平均年齢および平均給料月額

⑸職員の手当

（平成 30 年 4 月 1 日現在）⑷職員の初任給

区分
泉大津市

平均年齢
41.6 歳

平均給料月額
30 万 7,844 円

区　分

一般行政職

泉大津市初任給
18 万 5,800 円
15万 6,800 円

大学卒
高校卒

泉大津市
１人当たり平均支給額 134 万 7千円
支給割合　　期末手当　　勤勉手当
　　　　　   2.60 月分 　1.80 月分
加算措置　　職制上の段階、職務の級

などによる加算措置

国
－

支給割合　　期末手当　　勤勉手当
　　　　　　2.60 月分　 1.80 月分
加算措置　　職制上の段階、職務の

級などによる加算措置

（平成 30 年 4 月 1 日現在）

市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員

報
酬

　　給料月額など
71 万 2,000 円　（89万円）
63万 2,000 円　（79万円）

　　　　63万          　　（70万円）
   61 万                           　  
58 万          
55 万   　　　　　　　　　                     

(29 年度支給割合 )
　　4.35 月分　　

(29 年度支給割合 )
4.35 月分

区　分
⑹特別職の報酬など

 給料の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

3. 平成 29 年度に実施した職員採用競争試験の状況

区分
上級事務職

上級事務職（情報処理）
上級土木職
初級土木職
上級建築職

消防吏員（初級）
臨床工学技士
理学療法士
作業療法士
薬剤師
看護師
保健師
保育士

受験者数
55 人
  8 人
  4 人
  4 人
  6 人
26人
11人
  2 人
  1 人
  2 人 
37 人
  2 人
14人

合格者数
 9 人
 1 人
 2 人
 2 人
 2 人
 3 人
 1 人
 1 人
 1 人
 0 人
23人
 1 人
 5 人

1 . 職員の任免に関する事項

平成 29年
6
76
25
119
24
2
1
4
29

61
83

15
8
26

給
料  

期
末
手
当

15 広報いずみおおつ　平成30年12月号 14
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すましせら知おていつに況状
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）

A

円万百（益
損常経DｰC

）円万百（
用費常経D

）円万百（
益収常経C

況

521△

063△

532△

31△

597,5

808,5

831△

534,5

375,5

－B

値績実度年

値画計度年

状の支収常経
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）日／人（
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△

9

1

6.5△

4.446

0.056

7.22△

3.761

0.091

－B
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値標目度年23A

年92成平

　　　

　

　

　

　

 

 

 

 

  

　

　 　

　

　

　
　

　

　  
　
　

   

　
　

院

）

。
まきいでん組り取へ善改営経
直見の成編棟病、化実充の制体療
もととるす任就が長院病学大元

。すまいてっな
が数者患院入、ののもたっあで
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